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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月9日(2013.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
判定対象物を撮像した多値画像を、良品に関する多値画像群と比較して良品判定を行う画
像処理装置において、
撮像手段で撮像された、良品に関する複数の第一の多値画像を取得する良品画像取得手段
と、
取得した各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエッジ強度を算出するエ
ッジ強度算出手段と、
算出したエッジ強度に基づいて、各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向における
エッジ強度の平均値を算出する平均値算出手段と、
算出した平均値を中心として、各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエ
ッジ強度の相互相関分布領域を算出する分布領域算出手段と、
撮像手段で撮像された、判定対象物に関する第二の多値画像を取得する多値画像取得手段
と、
取得した第二の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエッジ強度を算出する画像
エッジ強度算出手段と、
算出した第二の多値画像の画素ごとのエッジ強度が、算出してある各第一の多値画像の画
素ごとのエッジ強度の相互相関分布領域に含まれているか否かを判断する判断手段と
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
前記第一の多値画像と前記第二の多値画像との位置合わせを行う位置調整手段を備えるこ
とを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
前記分布領域算出手段は、仮想的な楕円領域として前記相互相関分布領域を算出するよう
にしてあることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
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前記判断手段は、仮想的な前記楕円領域の重心から前記第二の多値画像の画素ごとのエッ
ジ点までの距離を、前記重心から前記エッジ点に向かう方向における前記楕円領域の境界
と前記重心との距離で正規化したマハラノビス距離を算出する距離算出手段を備え、
算出したマハラノビス距離が所定値より小さいか否かで前記相互相関分布領域に含まれて
いるか否かを判断するようにしてあることを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項５】
前記距離算出手段は、仮想的な前記楕円領域の重心から前記第二の多値画像の画素ごとの
エッジ点までの距離であるユークリッド距離を算出するようにしてあり、
前記判断手段は、算出したユークリッド距離が、前記楕円領域の重心から前記第二の多値
画像の画素ごとのエッジ点に向かう方向における前記楕円領域の境界と前記重心との距離
に基づく所定値より小さいか否かで前記相互相関分布領域に含まれているか否かを判断す
るようにしてあることを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項６】
仮想的な前記楕円領域の長軸、及び前記楕円領域の中心点を通り該長軸と直交する短軸を
座標軸とした座標系に座標値を変換する座標変換手段と、
変換した座標系の長軸方向及び短軸方向にて、取得した各第一の多値画像の画素ごとに、
エッジ強度、エッジ強度の平均値、及びエッジ強度の相互相関分布領域を再算出する再算
出手段と
を備え、
前記画像エッジ強度算出手段は、取得した第二の多値画像の画素ごとに、変換した座標系
の長軸方向及び短軸方向におけるエッジ強度を算出するようにしてあり、
前記判断手段は、算出した第二の多値画像の画素ごとのエッジ強度が、再算出した各第一
の多値画像の画素ごとのエッジ強度の要素ごとの相互相関分布領域に含まれているか否か
を判断するようにしてあることを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項７】
取得した前記第一の多値画像及び前記第二の多値画像はカラー画像であり、
色の成分ごとにエッジ強度、エッジ強度の平均値、及びエッジ強度の相互相関分布領域を
算出するようにしてあることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像処
理装置。
【請求項８】
色の成分ごとに算出したエッジ強度の相互相関分布領域を包括する近似分布領域を算出す
る近似分布領域算出手段を備え、
前記判断手段は、算出した近似分布領域を相互相関分布領域として、算出した第二の多値
画像の画素ごとのエッジ強度が、前記近似分布領域に含まれているか否かを判断するよう
にしてあることを特徴とする請求項７記載の画像処理装置。
【請求項９】
判定対象物を撮像した多値画像を、良品に関する多値画像群と比較して良品判定を行う画
像処理装置で実行することが可能な画像処理方法において、
前記画像処理装置は、
撮像手段で撮像された、良品に関する複数の第一の多値画像を取得し、
取得した各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエッジ強度を算出し、
算出したエッジ強度に基づいて、各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向における
エッジ強度の平均値を算出し、
算出した平均値を中心として、各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエ
ッジ強度の相互相関分布領域を算出し、
撮像手段で撮像された、判定対象物に関する第二の多値画像を取得し、
取得した第二の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエッジ強度を算出し、
算出した第二の多値画像の画素ごとのエッジ強度が、算出してある各第一の多値画像の画
素ごとのエッジ強度の相互相関分布領域に含まれているか否かを判断することを特徴とす
る画像処理方法。
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【請求項１０】
判定対象物を撮像した多値画像を、良品に関する多値画像群と比較して良品判定を行う画
像処理装置で実行することが可能なコンピュータプログラムにおいて、
前記画像処理装置を、
撮像手段で撮像された、良品に関する複数の第一の多値画像を取得する良品画像取得手段
、
取得した各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエッジ強度を算出するエ
ッジ強度算出手段、
算出したエッジ強度に基づいて、各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向における
エッジ強度の平均値を算出する平均値算出手段、
算出した平均値を中心として、各第一の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエ
ッジ強度の相互相関分布領域を算出する分布領域算出手段、
撮像手段で撮像された、判定対象物に関する第二の多値画像を取得する多値画像取得手段
、
取得した第二の多値画像の画素ごとに、異なる二方向におけるエッジ強度を算出する画像
エッジ強度算出手段、及び
算出した第二の多値画像の画素ごとのエッジ強度が、算出してある各第一の多値画像の画
素ごとのエッジ強度の相互相関分布領域に含まれているか否かを判断する判断手段
として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
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